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主体的・対話的で深い学びの実現に向けた単元構想＜中・保健体育＞

特別研修員 保健体育 下田 勝己（中学校教諭）

単元のねらい

主な学習活動

単元名 『バレーボール』（第１学年） 全９時間計画

学びの見通しをもたせる工夫

単元構想の意図

互いに意見を伝え合ったり仲間の意見を尊重し合ったりしながら「キャッチ有りバレー」を行うことを通し
て、ボールをつなげるための技術と状況に適した判断力を習得し、仲間と協力しながらボールをつなぎラリー
を続けられるようにする。

１．単元の見通しをもつ

２．バレーボールの基本となる技能と効果的な動きや
適切な判断力を身に付ける

３．技能の高まりを実感できる大会を実施し、単元の
学びを振り返る

〇学習の流れや内容を理解するとともに、オーバーハ
ンドパスとアンダーハンドパスの適切な活用方法を
見付ける。

〇オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの基本的
な技術のポイントを理解する。

○意見交流を通して、ボールを
つなげるために必要となる技
能や動き、意識すべきポイン
トを明確にする。

○「キャッチゲーム」を通して、
ボールを正確にコントロール
するための効果的なポジショニングについて考える。

○「キャッチ有りバレー」を通して、ゲームの中で
ボールをつなげるためのチームとしての課題を解決

していく。

〇大会を実施し、単元
のまとめをする。

ねらいに迫るためのルールの緩和

対話を通しての振り返り

活動時間を確保する試合形式

めあてに迫るための思考場面の工夫

原因を究明するための思考の焦点化

技能や動きのイメージを容易にする教具の開発

単元全体を見通して学習に取り組めるように、ワー
クーシートに各単位時間のめあてを「本時のめあて」と
して明記しておく。

学習の流れを止めないゲーム構成

本単元では、チームでの意見交流を通して、オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの習得を目指すとともに、正しい状
況判断力を身に付け、ボールをつなげられるようにします。つかむ過程では、複数の画像を用いて効果的なパスの活用方法を
考えさせます。追究する過程では、パスの技能向上を目指すとともに、つかむ過程で明らかにした効果的なパスの活用方法の
知識を生かしながら、ボールをつなげるための動きや判断力を身に付けます。まとめる過程では、大会を通して技能及び判断
力の高まりを実感させるともに、自己評価と他者評価の両面から単元全体を振り返ることで学びが深まるように構成しました。

より的確にめあてに迫れるように、思考させる場面を
「ボールを受ける場面」と「パスを出す場面」とに限定
し、「やりやすさ」と「やりづらさ」の視点から活用方
法を追究していく。

的確に技能のポイントに迫れるように、ボールをゆっ
くりと動かすことができる自作の教具（棒の先にバレー
ボールを付け、ボールの動きをゆっくり再現できるよう
に工夫したもの）を用いて思考を助ける。

技能が未熟であることが原因でボールがつながらない
状況を極力少なくするために、特別ルール（ファースト
及びセカンドボールキャッチ可、ワンバウンド有、スパ
イクなし）でゲームを行う。

ミーティングタイムを得点直後の15秒以内とすること
で、ゲームの流れが止まらないようにする。

一人一人のゲームの参加時間を十分に確保するために、
大会はトーナメント戦ではなくリーグ戦とし、１チーム
あたりの試合数を均等にするとともに増やす。

振り返りは個人ではなくグループで行い、上達した点
を互いに伝え合うことで、個人では気付けなかった学習
成果についても気付けるようにする。

ボールがつながらなかった原因を考える際、思考が必
要以上に多岐にわたらないように、原因を「動き」・
「ポジショニング」・「どうしようもない」の三つに限
定する。

単位時間ごとにめあてが書かれてあるワークシート



中学校 保健体育 ＜つかむ過程＞ 特別研修員 下田 勝己

指導例： バレーボール （第１学年 第１時）『 』

１ 本単元の学習内容や授業の進め方をつかむ。

○これまでのバレーボールに関する様々な経験を想起し、本単元の

学習内容をイメージする。

T:バレーボールについて知っていることを発表してみよう。

S:ボールを持ったら反則になってしまうよね。

S:ボールが床に落ちたら相手チームの得点になるよ。

○様々な画像を見ながら技術の名称を知る。

T:写真の中で知っている技能の名前を答えてみよう。

S:オーバーハンドパスやアンダーハンドパスの写真だ。

S:こっちの写真はスパイクを打っているところだ。

２ 本時のめあてを知り、学習の見通しをもつ。

あて オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの効果的な活用方め

法を見付けよう。

３ めあてに迫るための活動を行う。

○オーバーハンドパスとアンダーハンドパスのそれぞれの効果的な活

用方法について実践しながら考

える。

T:それぞれのパスはどんな場面で

使うのが効果的か、二人組でパ

スしながら考えてみよう。

S:低いボールのときは、アンダー

ハンドパスがやりやすいね。

S:山なりでゆっくりとしたボールを上げるときは、オーバーハンドパ

スのほうが正確にパスできるよ。

４ 本時のまとめ・振り返りをする。

○オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの活用方法についてペア

で確認し発表する。

T:今日の学習で分かったことをペアで確認しよう。

S:オーバーハンドパスは高いボールのときに使い、アンダーハンドパ

スは低いボールに対して使うのが効果的だったね。

S:近い相手にパスするときはオーバーハンドパスの方がやりやすかっ

たな。

指導のポイント

単元の見通しをもたせる工夫

○単元全体を見通して学習に取り

組めるように、ワークシートに

各単位時間のめあてを「本時の

めあて」として明記しておく。

めあてにせまるための思考
場面の工夫

○より的確にめあてに迫れるよう

に、思考させる場面を「ボール

を受ける場面」と「パスを出す

場面」とに限定し 「やりやす、

さ」と「やりづらさ」の視点か

ら活用方法を追究していく。

本時のめあてを達成できた
生徒への支援

○それぞれのパスの「ゲームの中

での使い分け」について考える

課題を提示し、より深く思考さ

せる。

今後の学習に意欲や期待感を

もたせる工夫

○スパイクを決める以外にも、ボ

ールがつながり、ラリーが続く

ことで心地よい緊張感を味わう

ことができることを伝える。

○バレーボールは、同じ人が２回

続けてボールに触ることができ

ない競技であるため、ボールを

つなげたり試合で勝ったりする

には、チーム全員が上達するこ

。とが大事であることを確認する



中学校 保健体育 ＜追究する過程＞ 特別研修員 下田 勝己

指導例： バレーボール （第１学年 第７時）『 』

１ 本時の学習への興味・関心をもつ。

○前時までに解決してきたことについて振り返る。

T:オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの技能のポイントは何？

S:オーバーハンドパスは高いボール、アンダーハンドパスは低いボール

に対して使う。

○パス交換（ドリル）を通して基本技能の習熟を図る。

T:落下点への素早い移動やトスアップの

際のボールの高さを意識しよう。

S:相手が取りやすいように山なりのボー

ルを上げることが大事だね。

S:瞬時にオーバーハンドパスとアンダー

ハンドパスのどちらを使うか判断する

ことも大切だよ。

２ 本時のめあてを知り、学習の見通しをもつ。

めあて 「キャッチ有りバレー」を通して、ボールをつなげる

ためのポイントを見付けよう。

３ めあてに迫るためのゲームを行う（活動１ 。）

○キャッチゲーム（タスク）を通して、効果的なポジショニングを習得

する。

⇒

ボールの動き 人の動き

T:ボールに関わらないときのポジショニングを考えながら練習しよう。

S:ボールが後ろにいったときは、次にパスをもらう人が近くに行けばパ

スがつながるね。

S:誰にパスをするか決めておくとスムーズにパスができたぞ。

４ 本時の中心となるゲームを行う（活動２ 。）

○「キャッチ有りバレー （レシーブとトスはキャッチしても可、３回」

で返す、ワンバウンドまでOK、スパイクなし）を通して、ボールをつ

なげるためのチームの課題を解決していく。

T:キャッチゲームで分かったことを生かし、ボールがつながるようにゲ

ームをしながら、チームの課題を解決していこう。

S:落下点に素早く移動したりサポートの動きをしたりすればボールが

つながるぞ。

S:瞬時に動けないメンバーには誰かが指示をしてあげたり、お見合いし

ないためには互いに声を掛け合ったりすることが大切だ。

５ 本時のまとめ・振り返りをする。

○ボールをつなげるためのポイントについて班で確認し発表する。

T:話合いの視点を「ポジショング」に絞って意見を出し合おう。

S:ボールの動きに合わせ、チーム全員が素早く動くことが大切だね。

S:パスする相手が遠くにいるとなかなかパスがつながらないから、パス

をもらう人はパスをしてくれる人の近くに動くことがポイントだ。

指導のポイント

前時までの学びを再確認し、
ねらいへの意欲を高める

○ボールをつなげることでゲーム

が盛り上がりチームの勝利にも

つながることを再度確認する。

技能や動きのイメージを容易に
する教具の開発

○課題解決のためのポイントに迫

れるように、ボールをゆっくり

と動かすための自作教具を用い

思考を助ける。

学習の流れを止めずに対話を

生むための工夫

○ミーティングタイムを得点直後

の15秒以内に設定し、ボールが

「 」つながらなかった原因を 動き

・ ポジショニング ・ どうし「 」「

ようもない」の三つから考えさ

せることで、ゲームの流れを止

めず、ポイントを絞って思考さ

せるようにする。

ねらいに迫るためのルールの
工夫

○ファースト及びセカンドボール

キャッチ可、ワンバウンド有、

スパイクなしにすることで技能

が未熟であることが原因でボー

ルがつながらない状況を極力少

なくする。

③

②

①

①が任意の方向へ

ボールを投げ入れる

③ ③

② ②

①

①

②がキャッチした位置に合わせて③と①

がポジショニングし②→③→①の順にボ

ールをつなぐ。

意欲を高めるための工夫

○技能レベルが高い生徒には、積

極的にオーバーハンドパスやア

ンダーハンドパスを使うよう声

を掛ける。



中学校 保健体育 ＜まとめる過程＞ 特別研修員 下田 勝己

指導例:『バレーボール （第１学年 第９時）』

１ これまでの学習について振り返る。

○これまでの学習を通して、発見したことや解決してきたことについ

て振り返る。

T:ボールをつなぐために大切なことは何だったかな。

S:個々の技能が大切なのはもちろんだけど、チーム内で互いに声を掛

け合うことも大事だった。

S:ボールを触らないときのポジショニングも重要だったね。

２ 本時のめあてを知り、学習の見通しをもつ。

めあて これまで身に付けた技能や判断力をゲームの中で発揮し

チームで協力し優勝目指して頑張ろう。

３ これまでの学習成果を試す。

（ 、 ）○大会 相手に返球するまでに１回だけキャッチ可 ワンバウンドOK

を実施し、ゲームの中でこれまでの学習の成果を試す。

T:今までの学習を生かして、チームで協力しゲームに取り組もう。

S:もう一度ゲームの前に、

チームとして気を付ける

点をみんなで確認してお

こう。

S:互いにフォローし合い、

優勝目指して頑張ろう。

４ 本時のまとめ・振り返りをする。

○チームとして上達した点とチームメイトが上達した点をチーム内で

伝え合う。

、T:チームで意見交流し

チームとチームメイ

トが上達した点をそ

れぞれ伝え合おう。

S:最初の頃に比べて、

チーム内で声を掛け合ったり、個人の技能や判断力が上がったりし

たおかげで、ボールがつながるようになったね。

S:○○くんはオーバーハンドで次の人が扱いやすいボールを上げるこ

とができるようになったよ。

指導のポイント

勝利至上主義にならないための
工夫

○ゲームの目的がチームの勝利の

みにならないように、ゲームの

中で互いに上達した点を見付け

合い、ゲーム後に伝え合う時間

を設ける。

活動時間を確保する試合形式

○大会をトーナメント戦ではなく

リーグ戦にし、１チームあたり

の試合数を均等にするとともに

増やすことで、一人一人のゲー

ムに参加する時間を十分に確保

する。

意欲を高める言葉がけ

○ゲーム中、上達した点を個々に

称賛することで、意欲的に取り

組む雰囲気を作る。

活躍する場面を増やすための
特別ルール

○技能が低い生徒でも活躍できる

場面が多くなるように 「相手、

に返球するまでに１回だけキャ

ッチ可 「ワンバウンドOK」と」、

する

対話を通しての振り返り

○グループで振り返りを行い、上

達した点を互いに伝え合うこと

で、個人では気付けなかった学

習成果についても気付けるよう

にする。



保 健 体 育 科 学 習 指 導 案

平成 年６月 第１学年 指導者 下田 勝己30

球技「バレーボール」Ⅰ 単 元 名

Ⅱ 学習指導要領上の位置付け

（１）知識及び技能

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動

に関連して高まる体力などを理解するとともに、基本的な技能と仲間と連携した動きでゲーム

を展開すること。

イ ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をす

る。

（２）思考力、判断力、表現力等

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも

に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。

（３）学びに向かう力、人間性等

積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、作戦などについての話合

いに参加しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、仲間

の学習を援助しようとすることなどや、健康・安全に気を配ること。

Ⅲ 目 標

互いに意見を伝え合ったり仲間の意見を尊重し合ったりしながら、ボールをつなげるための技

術やその名称及び状況に適した判断力を習得するとともに、それらを活用し仲間と協力しながら

ラリーが続けられるようにする。

※別紙参照Ⅳ 指導計画



Ⅴ 本時の展開（１／９）

１ ねらい 学習の流れを理解するとともに、オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの効果的

な活用方法を見付ける活動を通して、今後の学習に対する意欲を高めることができるよ

うにする。

２ 展開

☆：振り返りの子供の意識学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価

１ 本単元の学習内容や授業の進め方をつかむ （５分）。

○これまでのバレーボールに関する様々な経験を想起させながら、本単元の学習内容をイメー

ジさせる。

○画像や実技書を活用し、技術の名称を確認する。

２ 本時のめあてを知り、学習の見通しをもつ （５分）。

めあて オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの効果的な活用方法を見付けよう。

３ めあてに迫るための活動を行う （35分）。

○それぞれのパスの効果的な活用方法について、実践を通して考えさせる。

○思考させる場面を「ボールを受ける場面」と「パスを出す場面」に限定し、それぞれの場面

について 「やりやすさ」と「やりづらさ」の視点から考えさせる。、

○技能が未熟でパスが上手くできない生徒に対しては、友達と意見交流させたり、教師と一緒

に確認したり実技書で調べさせたりしながら考えさせる。

○それぞれのパスの活用方法が見付けられた生徒に対しては、それらを比較させながら、ゲー

ム中のさまざまな場面での使い分けについても考えさせる。

オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの効果的な活用方法を見付けたり、その習得

に向けて意欲を高めたりしている。

〈観察・ワークシート・発言（１ 〉）

４ 本時のまとめ・振り返りをする （５分）。

○分かったことやこれからの学習に向けての意欲、目標をワークシートに記述させる。

○数名に発表させ、本時のめあてに対する振り返りの内容を全体で共有する。

☆オーバーハンドパスは高いボールのときに使い、アンダーハンドパスは低いボールのときに

使うことが分かったぞ。

☆近い相手にパスをするときにはオーバーハンドパスが効果的だね。



Ⅴ 本時の展開（７／９）

キャッチ有りバレー」を通して、状況に応じた判断力を身に付け、ボール１ ねらい 「

をつなげることができるようにする。

２ 展開

☆：振り返りの子供の意識学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価

１ 本時の学習への興味・関心をもつ （８分）。

○前時までに解決してきたことについて問いかける。

○パス交換（ドリル）を通して基本技能の習熟が図れるようにする。

●落下点への早い移動、正確な体の向き、トスアップの際のボールの高さを意識しながら

練習させる。

２ 本時のめあてを知り、見通しをもつ （２分）。

「 」 、 。めあて キャッチ有りバレー を通して ボールをつなげるためのポイントを見付けよう

３ めあてに迫るためのゲームを行う （タスク８分、メイン25分）。

○キャッチゲーム（タスク）を通して、効果的なポジショニングを習得させる。

ボールに関わらないときの動きやポジションに応じた動きを見付けさせる。●

○「 を通して、ボールをつなげるためのチームの課題を解決キャッチ有りバレー （メイン）」

させる。

※ルール･･･レシーブとトスはキャッチしても可、３回で返す、ワンバウンドまで 、スOK

パイクなし

「 」「 」○ ボールがつながらなかった原因を 動き ・ ポジショニングミーティングタイムを設け、

●「どうしようもない」の三つ視点に絞り、改善点を見付けさせる。

●動き･･･パスが正確でない、ボールをおでこの上で扱っていない、体の向きが違う等

●ポジショニング面･･･落下点にいない、パスをする人ともらう人との距離が離れている、

全員がボールに近寄りすぎている、サポートの動きがない等

●どうしようもない･･･相手チームからのボールに対して、どうやっても対応できない

ミーティングタイムは得点直後の 秒以内にすることで、ゲームの流れを止めないように○ 15

する。

状況に応じて動いたり役割を果たしたりしながらボールをつなげることができる。

〈観察・ワークシート・発言（２ 〉）

４ 本時のまとめ・振り返りをする （７分）。

○ボールをつなげるためのポイントについて班で共通理解し発表させる。

☆正確にボールコントロールすると、どんどんボールがつながるぞ。

☆ボールの動きに合わせ素早く動いたり、ボールを扱う人の名前を言ったり自分からボールを

扱う意思表示をしたりすることが大事だぞ。



Ⅴ 本時の展開（９／９）

１ ねらい まとめの大会を実施し、今まで身に付けた技能や判断力を生かしながら、

チームの勝利を目指し意欲的に活動できるようにする。

２ 展開

☆：振り返りの子供の意識学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価

１ これまでの学習について振り返る （５分）。

。○これまでの学習を通して発見したことや解決してきたことについて整理しながら確認する

２ 本時のめあてを知り、学習の見通しをもつ （５分）。

めあて これまでに身に付けた技能や判断力をゲームのなかで発揮し、チームで協力し優勝

目指して頑張ろう。

３ 大会を実施し、ゲームのなかで学習の成果を試す （30分）。

チームとしての注意点や個々の技能の再確認を意識して練習○ゲーム前のチーム練習では、

させる。

○一人一人のゲームに参加する時間を十分に確保するために、大会はトーナメントではなくリ

ーグ戦とする。

○技能が低い生徒でも活躍できる場面が多くなるように、ルールを「相手に返球するまでに１

回だけキャッチ可 「ワンバウンド 」とする。」、 OK

習得した技能や判断力を活用して、積極的にゲームに取り組むことができる 〈観察・ワ。

ークシート・発言（１ 〉）

４ 本時のまとめ・振り返りをする （10分）。

○ チームとして上達した点と個々に上達した点をチーム内で意見交流させる。

☆最初の頃に比べて、チーム内で声を掛け合ったり一人一人の技能や判断力が上がってきたり

したおかげで、ボールがつながるようになったぞ。

☆○○くんは次の人がパスしやすいボールをオーバーハンドパスで上げることができるように

なったね。



指導計画 保健体育科 第１学年 単元「バレーボール （全９時間計画）」

目 互いに意見を伝え合ったり仲間の意見を尊重し合ったりしながら、ボールをつなげるための技術やその名称及び
標 状況に適した判断力を習得するとともに、それらを活用し仲間と協力しながらラリーが続けられるようにする。

互いに意見を伝え合ったり仲間の意見を尊重し合ったりすることができる。評 (1) 話合い活動を通じて、
に応じて自分の動きを判価 (2) ボールをつなげるための技術のポイントを理解したり、ボールの動きやポジション

断したり、仲間に適切な指示を出したりすることができる。規
を使ったり適切に動いたりしながら、ボールをつなぐことができ準 (3) オーバーハンドパスやアンダーハンドパス

。る
(4) バレーボールで用いられる技術の名称やポジション、行い方を理解している。

ねらい ☆振り返り（意識） ◇評価項目過 時 ○
めあて <方法（観点）>程 間

つ １ ○学習の流れを理解するとともに、オーバーハ ☆オーバーハンドパスは高い ◇オーバーハンドパスとア
か ンドパスとアンダーハンドパスの効果的な活 ボールのときに使い、アン ンダーハンドパスの効果
む 用方法を見付ける活動を通して、今後の学習 ダーハンドパスは低いボー 的な活用方法を見付けた

に対する意欲を高めることができるようにす ルのときに使うことが分か り、その習得に向けて意
る。 ったぞ。 欲を高めたりしている。

。 〈 （ ）〉☆近い相手にパスをするとき ワークシート・発言 １
オーバーハンドパスとアンダーハンドパス にはオーバーハンドパスが
の効果的な活用方法を見付けよう。 効果的だね。

追 １ ○複数の写真を比較し共通点を見付ける活動を ☆オーバーハンドパスでは、 ◇複数の写真からそれぞれ
、究 ・ 通して、オーバーハンドパスとアンダーハン ボールを優しく扱うために のパスの共通点に気付き

す ２ ドパスの基本的な技能のポイントを理解させ 指をボールに合わせて丸く 技能のポイントを理解す
る る。 することが分かったよ。 ることができる。

〈 （ ）〉☆アンダーハンドパスでは、 ワークシート・発言 ４
オーバーハンドパスとアンダーハンドパス 腰を落とし肘を伸ばした状
をするときの「基本姿勢」や「身体の動か 態で手首付近にボールを当
し方 「身体の向き」について考えよう。 てることが大事だな。」、

３ ○ボールをつなげるための受け手が扱いやすい ☆フワッとした高いボールを ◇受け手が扱いやすい高さ
・ パスとはどのようなパスかを理解させ、その 上げると、ボールの滞空時 や落下地点を意識したパ
４ ようなパスができるようにする。 間が長くなり、タイミング スができる。

を取ったり落下地点に入っ 〈観察・ワークシート・発
仲間が受けやすいパスについて考え、その たりする余裕が生まれるか 言（３ 〉）
ようなパスができるようになろう。 ら、次の人はボールをコン

トロールしやすそうだね。

５ ○ファーストキャッチバレーを通して、ボール ☆ボールの落下地点に素早く ◇ボールの軌道から落下地
を正確にコントロールするための動きを見付 移動することで、思ったと 点を予測し、素早く移動
け習得させる。 ころにパスすることができ してボールを正確に扱う

たぞ。 ことができる。
ゲームのなかで正確にパスをするために 〈観察・ワークシート・発
は、どのようなことを意識すればよいのか 言（３ 〉）
考え実践しよう。

６ ○「 ☆正確にボールをコントロー ◇状況に応じて動いたり役キャッチ有りバレー （レシーブとトスは」
・ ルすると、どんどんボール 割を果たしたりしながらキャッチしても可、３回で返す、ワンバウ
７ を通して、状況 がつながるぞ。 ボールをつなげることがンまで 、スパイクなし）OK

に応じた判断力を身に付け、ボールをつなげ ☆ボールの動きに合わせて素 できる。
られることができるようにする。 早く動いたりチーム内で声 〈観察・ワークシート・発

を掛け合ったりすることが 言（２ 〉）
「キャッチ有りバレー」を通して、ボール 大事だね。
をつなげるためのポイントを見付けよう。 ☆一人一人がポジションに応

じた役割を理解することも
大事だよ。

ま １ ○ ☆最初の頃に比べて、チーム ◇習得した技能や判断力をまとめの大会を実施し、今まで身に付けた
と 内で声を掛け合ったり一人 活用して、積極的にゲー技能や判断力を生かしながら、チームの勝
め 一人の技能や判断力が上が ムに取り組むことができ利を目指し、意欲的に活動できるようにす
る ったりたりしたおかげで、 る。る。

ボールがつながるようにな 〈観察・ワークシート・発
これまで身に付けた技能や判断力をゲーム ったぞ。 言（１ 〉）
のなかで発揮し、チームで協力し優勝目指 ☆○○くんは次の人がパスし
して頑張ろう。 やすいボールをオーバーハ

ンドパスで上げることがで
きるようになったね。


